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問農務課　 32-1360　 428

暮らしの安全安心を守る施設　～下津排水機場のはなし～

　排水機の故障の原因
となるため、水路や河
川にゴミを捨てないよ
うお願いします。また、
雨天のときは危険なた
め、排水機場や河川、
水路には近づかないよ
うにしてください。

　稲沢市は海抜０メートル地帯の上流部に位置する
低平地であり、市内にはいくつもの河川が流れてい
ます。このため過去に何度も大きな水害に見舞われ
ていますが、水害リスクを軽減し、人々の暮らしを
守っている施設が排水機場です。

●下津排水機場
　下津排水機場は市の東部に位置しており、流域は
約363ヘクタールにおよびます。ここでは流域の水
害を防ぐため、流域の水を五条川へ排水しています。
　しかし、昭和59年の稼働開始から約40年が経過
し、施設の老朽化が進んだため、平成29年度から県
が主体となって市や土地改良区の協力のもと、施設
の改修事業を進めています。令和５年度には新たに
設置した排水機場が稼働して、今後は旧排水機場を
撤去する工事などを進めていきます。
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県立特別支援学校体験入学  
　来年度入学予定で、障害があると思われる子どもを対象に、体験入
学を実施します。
●知的な発達の遅れがある方
小学部…９月12日㈭・13日㈮、中学部…９月６日㈮・11日㈬
県立いなざわ特別支援学校（一色森山町）（ 35-2005）
●手足が不自由な方
幼・小学部…６月11日㈫
　中学部…随時
　高等部…７月10日㈬
場 県立一宮特別支援学校（一宮市杉山）（ 0586-51-2221）
●病気で療養している方
７月９日㈫、10月23日㈬
県立大府特別支援学校（大府市森岡町）（ 0562-48-5311）
電話で体験入学先の学校へ。相談は随時受け付けます

県立いなざわ特別支援学校
学校説明会
　知的な発達の遅れがある子ど
もの保護者などを対象に、学校
説明会を開催します。
時 ①小学部…６月13日㈭
　②中学部…６月20日㈭
　午前10時30分～11時45分
場 県立いなざわ特別支援学校
（一色森山町）
申 電話で県立いなざわ特別支援
学校（ 35-2005）へ

　コミュニティバスの運行を
継続していくため、運行経費
における利用者１人当たりの
市負担額（下表）の基準値を
1,500円とし、この基準値や
利用状況を参考に運行路線の
見直しを検討していきます。

総務課　 32-1159
1291

コミュニティバスを利用してください

●令和６年２月分
路線名 利用人数 バス運行経費における

１人当たりの市負担額
稲沢中央線 アピタ稲沢店系統 8,781人 158円
祖父江・稲沢線 ふれあいの郷系統 1,284人 745円
祖父江・稲沢線 地泉院系統 1,400人 681円
下津・大里線 790人 1,400円
千代田・平和線 862人 1,174円

大雨・河川の氾濫による浸水対策など

治水課　 32-1389

防水板設置費用の補助制度
23 申請書ダウンロード可

 市内の住宅・店舗などの出入り口などに、防水板（浸水
に耐える素材で、取り外し、移動または埋め込みが可能
な構造のもの）を設置する方
補 助金額
　 設置工事費の２分の１（補助限度額20万円）
申請書に記入の上、治水課へ
設置前に必ず、治水課へ確認してください

雨水流出抑制施設設置費用の補助制度
18  申請書ダウンロード可

① 雨水貯留槽（雨水タンク）…市内の宅地および雑種地
に貯留量が100ℓ以上のものを設置する方

　② 浸透桝…市内の宅地および雑種地に内径が150㎜以上
のものを設置する方

補 助金額
　設置工事費の３分の２（補助限度額10万円）
申請書に記入の上、治水課へ
設置前に必ず、治水課へ確認してください

５月15日～21日
流域治水推進週間

学生服を譲ります
　卒業や成長などで不要になっ
た市内中学校の学生服を希望す
る方に譲ります。
６月23日㈰
市役所会議室７・８
市内在学の中学生
冬服上…300円
　冬服下・夏服下…200円
 ５月８日㈬～ 21日㈫に、社
会福祉協議会（ 23-6713）
のホームページから申し込み
学生服の回収状況により希望  
　に沿えない場合があります。
　対象は旧制
　服のみです

　雨水を一時的
にため地下に浸
透させる機能を
持つ田畑が減少
したことで、雨
水が短時間で大
量に河川や水路へ流れ込むようにな
り、洪水が起こる危険が高まってい
ます。
　河川の改修だけでなく雨水をため
る施設を増やすなど流域全体で取り
組む必要があり、これを流域治水と
いいます。
　流域治水対策を進めるため、皆さ
んのご協力をお願いします。
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